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１．はじめに 

 

  近年、生産から流通を経て消費に至る流通経路を最適

化するサプライチェーンマネジメントの考え方が定着し、

発送地から最終配達地に至るまでの複数の交通施設を経

由する物流の円滑化と効率化を図ることが、国際競争力

の確保や地球温暖化対策の面から重要視されており、そ

の具体策が世界的な規模での首脳や専門家の会議で検討

されていることは周知の通りである。 

日本での地球温暖化対策は、運輸部門が重要な課題

の一つとされており、その中でも「効率的で安全で環境

に優しくエネルギー消費の少ない都市内物流対策」が具

体的に求められるようになった。 

  都市内物流の効率化は、都市の競争力と持続的発展を

支える重要な都市基盤整備事業であり、中心市街地の密

集地では用地確保も困難なことから、「荷さばき施設の

整備を都市交通計画の中に位置付ける」ことが重要な課

題となり、各方面でその具体策が進んでいる。 

  また、日本の物品納入の歴史的商習慣が「軒先渡し」

のため、都市内物流は自動車交通に委ねており、「生活

物資」を届ける重要な役割を担う荷さばき車両の路上駐

車が、渋滞と事故の発生を招き都市交通の阻害要因とな

り、平成18年６月の道路交通法の一部改正とも関連して

重要な都市の課題となっている。 

 

２．共同荷さばき駐車場の社会実験実施の背景 

 

(1) 国策事業への発展 

国土交通省も「総合物流施策大綱」を掲げ、平成19

年3月には都市内物流の効率化の支援施策を体系的に示

した「都市内物流トータルプラン」を策定し、地域ぐる 
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写真‐１ 東京都の路上の荷さばき車状況 

 

 みの取組みに対して集中的に支援することで、交通流

の円滑化及び輸送システムの効率化を積極的に推進して

いる。 

また、東京都市圏交通計画協議会では「物流からみ

た東京都市圏の望ましい総合都市交通体系のあり方」に

ついての主要課題に、端末物流対策の手引きとして「ま

ちづくりの中での物流への取り組み」をまとめ、都市交

通計画の観点から取り組むべき課題として示されている。 

 

(2) 地球温暖化防止への貢献 

共同荷さばき駐車場の整備が地球温暖化防止へ貢献

する主要課題として、下記のａ）～ｃ）の３項目がある。 

ａ）アイドリング・ストップ 

  共同荷さばき駐車場を整備することで、物流車のアイ 

ドリングしたままの路上駐停車が皆無になり、集配作業

のための排気ガスが削減される。 

ｂ）荷さばき車のうろつき交通抑制とＣＯ２削減効果 

 宅配便を中心とする荷さばき車両は、短距離をＧＯ＆ 

ＳＴＯＰを繰り返しながら超低速走行を行う車両であり、 

次の配達先への移動時間速度と停車時間の総和を平均走 

行速度に換算すると、概ね１０ｋｍ／ｈのスピードで数 

時間の間超低速走行している。 

   
写真‐２「うろつき走行」スタートの瞬間（３台目） 
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また、２ｔ車を中心とする小型貨物車両の燃費実績 

が平均４ｋｍ／l と報告されており、この超低速走行は

当然「ＣＯ２排出係数（ｇ－ｃ／台ｋｍ）」が高く、燃

料効率からも著しく悪い交通環境を作り出しており、こ

の荷さばき車の全てが、共同荷さばき駐車場に吸収でき

たとしたら、地球温暖化防止への貢献は多大である。 

  その荷さばき車のＣＯ２排出総量を求める場合は、輸 

送距離と燃費から求める「燃費法」で算出することが望 

ましく、表－１にその算出式とその係数を示している。 

表‐１燃費法によるＣＯ２排出量の算出１） 

算出式Ｒ＝Ｌ÷Ｍ×α×時間／日×台数／日× 

日数／年（ｔCO2） 

記号 項目 単位 数値 

Ｌ 輸送距離 ｋｍ 1日当たりの走行距離

Ｍ 燃費 Km/kl ex：4km／lでは4,000

α CO2排出係数 
ｔCO2

／kl

ＣＯ2排出原単位 

ガソリン：２.３２ 

軽  油：２.６２ 

ｃ）市街地荷さばきは秩序あるジャストインタイム 

  端末物流は小口輸送が主体の事業であり、過去のよう 

に大型トラックに集配物を満載して、交通渋滞に巻き 

込まれながら都市内をうろつき走行するのではなく、時 

間指定集配などによる顧客ニーズの多様化の進展でタイ 

ムリーな移動を求められる事業である。 

  コンビニや商店街をはじめとする市街地の物流が、生 

活物資を必要とする顧客の行動計画に沿って、生産物流 

と同様にジャストインタイム（ＪＩＴ）が求められ、荷 

さばき車両は小型化により自らが渋滞発生原因とならな 

いように移動の効率化が最優先される事業でもある。 

  写真‐３は、女性のセールス・ドライバー専用の軽４ 

輪荷さばき車が共同荷さばき駐車場に駐車し、そこから 

の集配作業は「手押し横持ち台車」ならびに「自転車牽 

引台車」などで、横持ち負担を軽減しながら広範囲な横 

持ち距離をカバーして、秩序ある共同荷さばき駐車場の 

利用で地球温暖化に貢献している例である。 

また、共同荷さばき駐車場に横持ち台車を常設する

ところも現れている。 

   
写真‐３  秩序ある共同荷さばき駐車場の利用と 

集配作業の状況 

 

(3) 中心市街地活性化 

中心市街地活性化は、都市観光の振興のためにも、

生活物資を始め、魅力ある商品や特産物をタイムリーに

供給し、道路空間を有効に使いながら人の回遊性を高め、

魅力ある街づくりを実現することである。 

共同荷さばき駐車場の整備は、物流車両の路上駐車

の削減につながり、交通渋滞の減少による事故防止、環

境対策ならびに交通の阻害要因が排除され、安心・安全

のまちづくりに貢献する。 

写真‐４はタクシーの路上駐車を一掃し、道路空間

が有効に利用できることを示した首都圏政令都市の実験

例で、自動車交通が中心市街地の活性化の阻害要因であ

る現況を現している。 

路上駐車の排除は商店街のモール化などの都市計画

そのものが立案しやすい状況を実証している。 

   

写真‐４  商店街の路上駐車一掃の事前・事後 

 

(4) 新しいビジネスモデルの構築 

  そもそも、駐車ビジネスは受益者負担での事業が原則

であり、物流事業が民間事業である限り、経済効率を求

めながら独自の経営戦略が必要である。 

  物流事業が公共事業でないことから、その企業の戦略

性の自由度は高く、社会秩序を保ちながら顧客ならびに

市場に受け入れられる事業戦略が最も重要な課題である。 

共同荷さばき駐車場の整備は、都市交通面からも重

要な課題である反面、民間事業でもあることから自治体

の直轄事業とするには限界がある。 

そのビジネスモデルは都市計画に基づく民間ビジネ

ス的要素が強く、都市内物流事業が都市交通政策の中で

民間企業との協調で投資効率を高め、「民間ビジネスと

してのインフラ」となる可能性を秘めている。 

中心市街地活性化や地球温暖化防止への効果が期待

でき、かつ、受益者負担の民間ビジネスとして成り立て

ば、官主導民営事業のモデルとして「新しいビジネスモ

デルの構築」へのアプローチとして期待される。 

本事業の本格稼動の実現に向けては、地元の荷主と

物流事業者との連携が必須であり、自治体主導の協議会

設置などにて推進することが得策である。 

 

（5）ＥＴＣ事業拡大の側面支援 

都市内一般道路専用の物流車両は、ＥＴＣが利用で

きるフィールドが提供されてないために車載器の装備が

皆無に近く、荷さばき駐車場への路側機器の設置は車載

器の装備促進につながりＥＴＣ事業の側面支援となる。 

当然、物流事業者の集配作業は時間との勝負であり、 

駐車時間が短くそれに見合った料金体系とキャッシュレ

ス化ならびにノンストップによるスピーディで効果的な

移動空間の実現には、ＩＴＳ技術を導入した「ＥＴＣ利

用による路外共同荷さばき駐車場」（以下、「ＥＴＣポ

ケットローディング２）」という）が有効である。 

このことは、都市内物流の効率化の実現は勿論のこ

と、ＥＴＣシステムのマーケット拡大で同システムのコ

スト低減が実現し、ＥＴＣの民間事業が可能で地球温暖

化防止や新しいビジネスモデル構築にも貢献する。 



３．豊田市での社会実験 

 

(1) 実験の目的 

豊田市では都市内物流を「商店街物流」対策として

捉え、地球温暖化防止と中心市街地の活性化ならびに安

心・安全の街づくりへの貢献策として、ＩＴＳ技術を導

入した「ＥＴＣポケットローディング」の社会実験を放

置駐車取締りの民間委託制度のスタートに合わせて実施

し、その実験目的を以下とした。 

ａ) 路上での荷さばき駐車の排除により、歩行者に安全 

な道路空間を提供する。 

ｂ）路上駐車による排気ガスの環境問題や交通渋滞、事 

故などの問題を解決し交通環境を改善する。 

ｃ）事業化に向けて商店街の物流課題を整理し、当該地 

区での荷さばき施設の検討や共同利用のルールづ

くりなどを行う。 

  
 

 

 

(2) ロケーションビューによる事前の現地調査 

ａ）物流需要の高集積度エリアを移動撮像観測 

豊田市の中心市街地全域での路上荷さばき現況調査 

を、最新の移動撮像装置であるロケーションビューシス

テム（以下、「ＬＶＳ」という）で行った。 

  ＬＶＳは３６０度の全方位を動画撮像ができ、本来は

街並みや施設・建物の様子を把握する目的で開発された

ものであるが、今回は路上駐車台数を把握する為の交通

量調査として採用した。 

  ＬＶＳの最大の特徴は、連続立体映像の撮像が可能で

地図とリンクして走行ルートに沿ってデータが保存でき、

対象車両などを緯度経度毎にメモリでき、何回もの見直

しとデータの検証を可能としている。 

過去の定点観測と異なり、移動軌跡に沿って動的保

存ができ、いつでもリトライ解析が可能であることから、

中心市街地の全体把握を行うためにＬＶＳで広範囲に調

査し、その後、実験候補エリアの絞込みを行った。 

★ ロケーションビュー(「LOCATION VIEW」とは、 

株式会社ロケーションビューが開発した都市映像 

データベースである。 

ｂ）フォローアップの路上調査と実験場所の決定 

ＬＶＳデータを基に実験候補エリアを絞り、各交差

点での調査員による時間断面の路上駐車台数調査もフォ

ローアップのために行った。 

それを踏まえ実験場所は、放置駐車取締りのガイド

ライン地区内の国道１５５号線沿線の「西町商店街駐車

場」と決定した。 

松坂屋の集配上の問題ではあるが、納入時間と物量に応じた適切な
場所がなければ、街路上に集配車が待機することになる

商業地における現状（8）

1月30日昼ごろ

3月3日13:30 3月3日13:29

 

 

 

 

  また、他市での実験結果を参考に、横持ち距離を 200

メートルと設定し、その対象地区の路上駐車の事前調査

の結果は 88 台／日であったため、この台数を母数にし

て実験前・後の路上駐車台数の比較を行うこととした。  

 

(3) 実験の概要 

a) 実験期間         平成19年8月～平成20年３月 

b) 実験場所         豊田市・西町商店街駐車場  

c) 実施者           豊田市、西町商店街協同組合 

d) 荷さばき駐車    スペース３台、時間8:00～20:00   

e) 有料化実験      10円／分で対応し月末請求精算 

ＷＥＢカメラ

入庫規制装置入庫規制装置

入庫規制装置
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(4) ＥＴＣシステムの仕様概要 

ａ) 技術基準      ＡＲＩＢ ＳＲＴ－Ｔ７５準拠 

ｂ）送受信周波数  5,795ＭＨｚ～5,845ＭＨｚ 

ｃ）送信電力      １０ｍＷ以下 

ｄ）変調方式      ＡＳＫ変調 

  ｅ）伝送速度      １０２４ｋｂｐｓ 

  ｆ）動作温度       －１０～５０℃ 

図‐１ ロケーションビューによる西町地区での路上調査

             （写真‐５の前方より撮影したもの） 

写真‐６ 物流車による

渋滞発生の瞬間 

写真‐５ 大型商業施設

周辺での路上駐車状況 

図‐２西町商店街駐車場とシステムレイアウト 



(5) ＥＴＣポケットローディングシステムの概要 

 

  

a) ＥＴＣシステムは、既存の車載器とＤＳＲＣ通信 

  に基づく利用者番号を採用し、ビーコンと路側管制  

  装置と駐車管制システムで構成されている。 

b) 駐車料金精算システムは既設機器のソフト改造で 

  対応し、ＥＴＣ車の入出場にはノンカード、ノンス 

  トップ及びキャッシュレスとした。 

c) 情報センターとのネットワークシステムは光回線 

（ＦＴＴＨ・ＶＰＮ）で構成されている。 

d) ＥＴＣ車両の利用状況データ監視・映像データは  

 リアルタイムで情報センターにて収集されている。 

e) ＥＴＣアドレスはＯＲＳＥ・ＩＤを採用した。 

f) 利用者は車載器搭載車の登録制で、未搭載車には 

 ＩＤカードを暫定的に発行した。 

g) 予約はオペレータの受付対応で駐車スペース専用 

 ロック装置のリモートコントロールで対応した。 

 

(6）主要なデータ(平成19年8月～平成20年3月) 
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表－２ 横持ち距離・駐車等についての調査 

項目 事前 事後 最大 備考 
横持ち距離(ｍ) 100以下 139 250 事前は直近駐車

横持ち時間分) 20.6★ 21.0 175.0 ★はヒヤリング

集配軒数/1回 1～2 2～5 ５  
横持ち回数/回 1～2 1～2 ２  
駐車回数/日 1～3 ３ ６ １社当たり

 

(7) まとめ 

a）図‐７のように、周辺路上駐車が 34.5％削減され、

西町商店街駐車場直近の 100 ｍ範囲では 34 台から

15 台に削減し 56％の削減率で目標の効果があった。 

  b）休日の利用が 27％と予想以上に多く、年間を通し

て需要があり、終日の荷さばき対策が必要である 

c）ＥＴＣポケットローディングはノンストップで、 

道路の延長感覚で利用出来るため、ドライバーか 

らの評価が高く、新たな整備要求が多く出された。 

d）営業面では物流車が新規顧客として貢献している。 

e) ＣＯ２削減効果は、表‐１から西町商店街駐車場 

  周辺で約1,245ｔCO2／年の削減と算出された。 

本実験の結果は、この地区で多くのシェアを持つ物

流会社の利用率が高く、直近の路上駐車が半減し、最大

横持ち距離も２倍以上となるなど、実験の目的であるＥ

ＴＣ利用の荷さばき駐車場の有効性が確認された。 

 

４．おわりに 

 

中心市街地の活性化には、消費者ニーズに応えるた

めの魅力ある商品や生活物資を荷さばき車が「そこまで

届け」、「人の回遊性を高める」ことが必須である。 

一方、市街地の断面交通量の50％以上を物流車が占

め、自からが渋滞発生原因でもあることから、荷さばき

駐車施設を適正に配置することで路上駐車を一掃し、秩

序ある道路空間を創出するための都市交通計画の中に組

み入れることが、地球温暖化対策としても重要な課題と

なる。 
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図‐３ 共同荷さばき駐車場システム概要
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図‐７ けやき通りの路上駐車の削減の状況
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